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第 13 回 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 通常総会 議事録  

 

開催日時 平成 30 年 4 月 1 日（日） 13:30～14:35 

開催場所 サンウェルぬまづ２階 大会議室 

出 席 者 

来賓 5名（沼津危機管理課 1 名、社会福祉協議会 4 名） 

  沼津市危機管理課   課長   榊原 和浩 様 

  沼津市社会福祉協議会 会長   工藤 達朗 様 

  沼津市社会福祉協議会 係長   中西 弘幸 様 

  沼津市社会福祉協議会 主任   福田 正秀 様 

  沼津市社会福祉協議会      井上 公康 様 

 

出席者 45名（＋委任状提出者 32 名） 

議 事 

第 1 号議案 平成 29 年度 事業報告及び決算報告 

第 2 号議案 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 規約改正（案） 

第 3 号議案 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 新役員（案） 

第 4 号議案 平成 30 年度 事業計画（案） 

第 5 号議案 平成 30 年度 予算（案） 

司  会 田中 功 氏 

議  長 武田 幸久 氏 

配布資料 1. 第 13 回 通常総会資料 

書 記 田中 功 氏 

（以降 敬称略） 

 総会の開会前に、3 月 22 日に急逝された故大沼市長に黙祷を捧げました。 

 

1. 出席人数の確認（田中副会長） 

会員数 90 名に対して出席者 45 名、委任状提出者 35 名、規約 第 9 条の 2 の定足数過半数を満たしていま

す。よって、本総会は成立します。 

 

2. 開会の辞（田中副会長） 

 本日、お忙しい中 お越し頂き有難うございます。これより、第 13 回 通常総会を開催させて頂きます。 

 

3. 会長挨拶 

会長挨拶 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会会長  石田真 

本日は、大変お忙し中、 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会の第１３回 通常総会にご出席して頂

き、誠にありがとうございます。 

昨年の９月の総合防災訓練を振り返りますと、市町支援チーム、沼津市危機管理課、沼津市社会福祉協議

会、近隣のＶＣの方に参加して頂き、合同で災害ボランティア本部の運営訓練を行いました。行政とボランティア

団体が、合同で情報連携した訓練としては初めての訓練でした。訓練を行い、課題も明確になり、一定の成果

があったと思います。 

今後、想定される沼津市での災害を考えると、どうしても東海地震による津波被害は、避けることはできませ

ん。この想定される被害の中で、我々ＶＣはまゆうは、使命として、沼津市社会福祉協議会の指示の元、災害ボ

ランティアを被災者の元に送り届けなければ、なりません。 

私は、今期で会長を退任いたしますが、新会長のもとで、津波の被害をイメージし、ＶＣはまゆうとして何を準備

しなくてはならないか。どのような訓練しなくてはならないか、常日頃、どのような団体と連携を取合っておく必要
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があるかなどを考えて活動して頂きたいと思います。 

 

4. 来賓紹介 

• 沼津市危機管理課  課長 榊原 和浩様 

本日は、通常総会の開催、おめでとうございます。 

故大沼市長が急逝される前日、故大沼市長と来年度の津波対策についてお話をさせて頂き、故大沼市

長も津波対策をしっかりやっていきたいと言っておられました。今年度は津波対策を含めた防災対策に力

を入れたいと思っており、沼津市災害ボランティアコーディネーター協会に協力をいただきたいと思ってい

ます。 

沼津市では平成 17 年度から、災害ボランティアコーディネーター養成講座を開講し、すでに 400 人を超

える方が修了しています。本年度も 6 月に開催予定であり、ご協力をいただきたいと思います。 

本当は、皆さんが活躍する場がない方が良いのですが、近年、洪水災害が多く発生います。幸いにも本

市においては大きな災害が起きておりませんが、いざという時に備えて、昨年の防災訓練のような市、社会

福祉協議会、災害ボランティアコーディネーター協会とが連携が必要と感じています。 

最後になりますが、貴協会のご発展を祈念します。 

 

• 沼津市社会福祉協議会  会長 工藤 達朗様 

本日は、総会の開催おめでとうございます。また、日頃、社会福祉協議会の様々な活動に対するご理解、

ご協力に感謝しております。 

沼津市災害ボランティアコーディネーター協会の皆様には、災害ボランティアコーディネーター養成講

座、ボランティア本部の設置訓練、ボランティア本部運営マニュアルの策定など、様々な場面で、積極的な

活動をしており、感謝しております。 

災害時においては、皆様方のご協力無しでは、何もできない可能性が大きくて、皆様方と一緒に活動でき

ることが心強く、頼もしく感じています。さらに、協会設立から 10 年を経過し、ボランティアコーディネーター

として着実な歩みを重ねている皆様と、これからも歩んでいきたいと思っております。 

社会福祉協議会としても、地域福祉活動計画において、災害対策は重要項目と位置付けています。具体

的な支援活動として、本部の設置や円滑な運営体制の整備、災害ボランティアコーディネーターの育成、

見守り活動のネットワーク作り、災害対策準備金の積み立てなどをしています。最近では、備蓄倉庫の設

置、トランシーバー、ソーラー発電機の購入をしています。 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災のことは皆様方の脳裏に焼き付いていると思います。当日は市役所の

7 階におり、急いでテレビに釘付けで、悲惨な状況を目の前にしたことは 7 年前のことですが、今のことのよ

うに感じています。２ヶ月後の 5 月に学校施設の視察に行きました。人が誰もいなく、全ての建物が壊れ、

音がしない状況でした。学校は 2 階まで津波に洗われ、瓦礫が一面に、大きな木が町のいたるところに流

れ着いていました。あのような状態が沼津でも起こり得るのかなと思うと、常日頃からの準備、そして、災害

に慌てることなく沈着冷静に対応していくためにも、私は皆様方とより一層、連携を密にすることが重要と思

っています。 

起こって欲しくはないのですが、いつ起こるかわからないのが災害です。ぜひ、貴協会と社会福祉協議

会、市が一体となって、万が一のことに備えなければならないと思っています。 

結びになりますが、貴協会の益々の発展と皆様方のご健勝、ご活躍を心より祈念します。 

• 沼津市社会福祉協議会  係長 中西 弘幸様 

4 月 1 日付けで異動してまいりました。貴協会の皆様とは養成講座を開設した平成 17 年、および、平成

22 年から 24 年の間、講座の運営と、貴協会の担当させていただきました。平成 23 年 東北大震災では、

災害の派遣、支援などいろいろ担当させていただきました。 

この 4 月より、所轄となる地域福祉係に異動となり、福田、井上とともに関わらせていただきます。よろしく
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お願いいたします。 

総会の開催おめでとうございます。 

• 沼津市社会福祉協議会  主任 福田 正秀様 

平成28年度と29年度に主担当として関わらせていただきました。本年度からは井上が主担当となります。 

担当直後、平成 28 年 4 月に熊本地震が発生し、ばたばたした一年の始まりと記憶しています。皆様の協

力をいただきながら、いろいろな活動をありました。養成講座においては、予定受講人数を大幅に上回っ

て受講していただき、この 2 年で VC はまゆうの会員も増えたと認識しています。今後も一緒にこのような積

み重ねをしたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

総会の開催おめでとうございます。 

• 沼津市社会福祉協議会  井上 公康様 

今年度より、災害ボランティア関係の業務を担当することになりました。よろしくお願いいたします。何度か

東北地方の被災地に足を運び、災害というものが大変な影響を与えるものと実感しています。災害に対す

る知識はまだまだですが、皆様のお力になれればと思います。よろしくお願いいたします。 

本日は、総会の開催おめでとうございます。 

 

5. 議長選出 

武田幸久が選出され、登壇しました。 

 

6. 議事 

第 1 号 議案 平成２９年度 事業報告及び決算報告 (頁 2、3） 

渡辺副会長より、平成 29 年度の事業報告がありました。 

杉沢会計より、平成 29 年度の決算報告がありました。 

真木監査より、平成 29 年度の会計監査報告がありました。 

 

(意見) 決算報告に備考欄を設け、費用の内容、見解を記述してほしいです。 [佐藤正浩] 

(回答) 次年度以降の報告の際に考慮いたします。[杉沢会計] 

 

 承認されました。 

 

第 2 号 議案 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 規約改正(案) （頁 4） 

 蜂谷副会長より、規約の改正について説明がありました。 

 

(質問) 2）の副委員長は副会長の誤記ではありませんか。[佐藤正浩] 

(回答) ご指摘のとおりです。修正します。[蜂谷副会長] 

 

(意見) 2）は副会長に関する記述のため、「副会長の互選により会長代理を決定する。」の方が良いと思いま

す。[渡邊博夫] 

(回答) ご指摘のとおり、改善いたします。[蜂谷副会長] 

 

 承認されました。 
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第 3 号 議案 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 新役員(案) （頁 5） 

蜂谷副会長より、平成 30 年度の新役員について説明がありました。 

 

(質問) 監査 厚見さんが研修委員 副委員長を兼ねていますが、問題ないでしょうか。[岩崎勝稔] 

(回答) 規約上問題ありません。 [蜂谷副会長] 

 

 承認されました。 

 

第 4 号 議案 平成 30 年度 事業計画(案) （頁 6） 

 田中副会長より、平成 30 年度の事業計画について説明がありました。 

 

(質問） 委員会とプロジェクトはどのような関係にあるのでしょうか。[佐藤正浩] 

(回答) 委員会は当協会の目的を達成するために、長期的な視野から事業を推進します。一方、プロジェクト

は委員会の枠を越え、短期的な活動をします。[田中副会長] 

 

 承認されました。 

 

第 5 号 議案 平成 30 年度 予算(案) （頁 7） 

 杉沢会計より、平成 30 年度の予算について、説明がありました。 

 

(意見) 項目と記載されていますが、正しくは科目と思います。[渡邊和子] 

(回答) 来年度以降の決算報告、予算案では、「科目」と記述いたします。[杉沢会計] 

 

 承認されました。 

 

7. その他 

感謝状授与 

会長職を退任される 平成 29 年度 石田真会長に平成 30 年度 蜂谷会長より、感謝状を授与しました。 

 

表彰状授与 

加入後 10 年以上にわたり活躍をされている 4 名の方に 10 年永続表彰をいたしました。 

 

8. 閉会の辞（渡辺副会長） 

皆様の協力で、滞りなく無事終了できました。今後とも VC はまゆうの活動に対し、ご支援、ご協力をお願いい

たします。 

本日は誠に有難うございました。 

 

以上 

 

 


